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東
京
教
区
で
は
、
お
寺
に
子
ど
も
会

を
開
設
す
る
こ
と
を
願
い
と
し
た
「
お

寺
の
子
ど
も
会
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
と

い
う
事
業
が
あ
り
、
副
住
職
が
そ
れ
に

参
加
を
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
研
修
会

や
意
見
交
換
を
経
て
、
本
明
寺
に
花
ま

つ
り
と
し
て
、
子
ど
も
会
が
誕
生
し
ま

し
た
。 

ま
ず
本
堂
で
お
勤
め
を
し
、
副
住
職

の
お
話
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ゲ
ー

ム
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
花
ま
つ
り

に
ち
な
み
、
誕
生
仏
を
書
い
た
大
き
な

布
に
、
お
花
に
見
立
て
た
手
形
を
書
き

飾
り
ま
し
た
。
お
や
つ
に
ク
レ
ー
プ
生

地
に
そ
れ
ぞ
れ
が
き
れ
い
に
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
、
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

今
回
の
花
ま
つ
り
で
は
、
小
学
生
か

ら
中
学
生
ま
で
、
計
十
名
の
子
ど
も
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
付
き
添
い
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
い
た
と

お
も
い
ま
す
。 

 

今
後
は
毎
年
四
月
に
花
ま
つ
り
と
し

て
子
ど
も
会
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
参
加
は
も

ち
ろ
ん
、
大
人
の
方
で
も
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
案
内
が
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

                    

子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
な

っ
て
創
っ
た
、
本
明
寺
花
ま
つ

り
子
ど
も
会
の
旗
で
す
。 
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本
年
も
永
代
経
法
要
を
厳
修
い
た
し

ま
し
た
。 

入

り
口
に
置
い
て
あ
る

ノ
ボ
リ

は

故
・
和
田
稠
（
し
げ
し
）
氏
が
書
か
れ

た
六
字
名
号
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
で
す
。

世
田
谷
区
北
烏
山
に
あ
り
ま
す
存
明
寺

の
住
職
、
酒
井
義
一
氏
よ
り
お
譲
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

         

◆
永
代
経
お
手
伝
い 

永
代
経

を
お

手
伝

い
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

川
瀬 

き
ぬ
ゑ 
 

郡
司 

三
郎 

高
田 

ト
ヨ 
 

 

高
野 

勢
津
子 

宝
田 

満
男 

 
 

宝
田 

康
子 

滝
口 

泉 
 

 
 

滝
口 

和
彦 

田
中 

良
子 

 
 

根
岸 

千
栄
子 

早
矢
仕 

昌
治 

 

平
山 

邦
男 

横
澤 

正
克 

 
 

横
山 

ナ
ヲ 

若
井 

武
久 

 
 

和
田 

富
士
子 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）  

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
後
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 
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◆
お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

 
 

 
 

 

五
月
二
十
三
日
（
日
） 

お
み
が
き

奉
仕

の
つ
ど
い
に
ご

参

加
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

五
百
川 

幸
子 

 
五
百
川 

淳 

滝
口 

泉 
 

 
 

出
﨑 

奈
苗 

出
﨑 

旺
人 

 
 

出
﨑 
祐
矢 

根
岸 

千
栄
子 

 

本
田 

彰
一 

本
田 

隆
見 

 
 

本
田 

信
子 

山
本 

恭
子 

 
 

山
本 

沙
耶
佳 

山
本 

豊
子 

 
 

和
田 

真
次 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

                    

    
 

「
本
明
寺
本
堂
庫
裏
改
築
事
業
」
に

御
寄
進
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
御
芳

名
を
額
に
ま
と
め
て
本
堂
に
掲
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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五
十
嵐
　
由
紀
子

石

川

　
一

郎

新

野

　
久

江

新

野

　
豊

安

藤

　
賢

司

有

馬

　
ナ

ツ

秋

沢

　
義

満

新

野

　
和

子

新

野

　
貞

夫

新

野

　
忠

太

五

百

川

　
功

五

十

嵐

　
徳

子

伊

藤

　
実

伊

藤

　
博

稲

崎

　
正

信

遠

藤

　
麗

子

石

本

　
左

伝

治

伊

藤

　
謙

二

岡

本

　
峰

幸

小

口

　
朝

通

小

田

　
茂

織

田

島

　
勝

江

大

川

　
聰

大

島

　
友

二

大

櫃

　
孝

岡

野

　
英

子

金

井

　
隆

金

井

　
富

夫

金

崎

　
林

三

金

子

　
竹

次

郎

小
田
島
　
シ
ズ
エ

小

野

寺

　
登

三

垣

内

　
忠

司

笠

原

　
孝

久

川

瀬

　
き

ぬ

ゑ

川

端

　
さ

え

子

菊

池

　
広

太

木

本

　
三

枝

金

子

　
政

雄

鎌

田

　
好

見

川

神

　
早

苗

河

瀬

　
敦

夫

小

出

　
ム

メ

小

島

　
秀

紀

小

林

　
愛

子

小

林

　
正

和

楠

　
安

子

久

住

　
鉄

也

熊

倉

　
マ

ツ

郡

司

　
三

郎

小

柳

　
寛

文

小

柳

　
吉

樹

今

野

　
茂

斉

田

　
玲

子

小

林

　
や

す

小

林

　
義

博

小

松

　
千

里

小

松

　
フ

サ

斎

藤

　
郁

子

斉

藤

　
登

斉

藤

　
博

幸

酒

井

　
悦

子

佐

藤

　
芳

雄

猿

山

　
充

椎

名

　
シ

ナ

重

田

　
義

治

篠

本

　
千

恵

子

柴

﨑

　
康

夫

佐

藤

　
み

よ

工

事

長

所

長

営

業

部

住

職

真
宗
大
谷
派
　
本
明
寺本

田

　
隆

見

眞

野

　
公

寿

坂

田

　
サ

チ

坂

田

　
雅

之

捧

　
静

子

佐

藤

　
チ

エ

子

佐

藤

　
守

佐

藤

　
通

子

柴

﨑

　
隆

一

嶋

崎

　
和

美

島

村

　
春

枝

鈴

木

　
カ

ツ

エ

候

補

衆

徒

准

坊

守

瀬

川

　
か

づ

子

曽

根

田

　
一

雄

染

谷

　
一

次

高

柴

　
安

雄

鈴

木

　
敏

夫

鈴

木

　
康

之

須

藤

　
一

弘

角

谷

　
八

九

郎

高

野

　
久

雄

高

橋

　
都

岐

雄

高

橋

　
広

高

橋

　
博

高

島

　
章

高

島

　
キ

ヨ

子

高

田

　
啓

一

高

田

　
ト

ヨ

宝

田

　
康

子

滝

口

　
和

彦

武

井

　
勉

竹

内

　
一

雄

高

橋

　
マ

ス

イ

田

上

　
文

子

タ

カ

ラ

設

計

宝

田

　
満

男

田

邊

　
広

和

田

辺

　
民

夫

田

中

　
良

子

田

中

　
春

江

田

中

　
敏

夫

田

中

　
ア

イ

任

田

　
武

夫

任

田

　
保

史

津

雲

　
敦

子

都

築

　
乙

氏

都

築

　
彦

康

鶴

岡

　
節

子

戸

部

　
淑

明

中

田

　
澄

子

永

田

　
守

弘

中

野

　
英

之

道

家

　
厚

任

田

　
賢

治

竹

之

内

　
政

明

谷

山

　
正

昭

田

邉

　
文

子

田

邊

　
敬

子

長

峰

　
輝

明

酒

井

　
信

彦

責

任

役

員

総

代

深

田

　
栄

蛭

川

　
茂

代

根

本

　
安

雄

野

渡

　
孝

雄

橋

本

　
幸

之

助

畑

　
恵

美

子

総

代

中

山

　
一

郎

西

　
博

史

西

田

　
綽

宏

西

村

　
知

久

西

脇

　
進

沼

田

　
兼

治

沼

田

　
博

幸

根

岸

　
千

栄

子

坊

守

福

地

　
和

子

福

地

　
保

輔

羽

生

　
好

江

早

川

　
裕

一

早

矢

仕

　
昌

治

樋

口

　
正

明

古

谷

　
禮

子

堀

　
美

江

柾

谷

　
栄

進

柾

谷

　
房

江

平

井

　
二

三

平

川

　
政

昭

平

山

　
邦

男

古

川

　
繁

藤

巻

　
義

則

藤

巻

　
英

典

松

倉

　
仁

太

郎

松

原

　
タ

マ

ノ

三

岡

　
和

夫

三

井

　
峰

子

真

島

　
澄

子

馬

島

　
千

代

松

井

　
ア

ヤ

子

松

尾

　
美

江

守

谷

　
清

次

矢

野

　
宜

子

山

崎

　
ア

キ

子

皆

川

　
昇

三

三

村

　
波

子

宮

武

　
孝

子

宮

武

　
八

重

子

本明寺本堂･庫裏等改築事業　寄進者芳名

　
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
に
よ
り
、

「
聞
法
の
道
場
」
と
し
て
の
本
明
寺
本

堂
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

 
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合
掌

二
〇
〇
八
年
四
月
一
日

 
 
 
真
宗
大
谷
派
 
本
明
寺

 
 
 
 
 
 
第
二
世
住
職
　
釋
隆
見

(
二
〇
〇
七
年
十
二
月
九
日

　
　
　
　
 
落
慶
法
要
現
在
）

松
井
建
設
株
式
会
社
東
京
支
店

二
〇
〇
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

土

井

　
賢

治

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

吉

川

　
安

子

吉

田

　
靖

若

井

　
武

久

若

井

　
良

子

和

田

　
シ

ズ

子

宝

田

　
昌

秀

若

井

　
英

雄

山

田

　
武

志

山

本

　
豊

子

横

澤

　
正

克

横

山

　
ナ

ヲ

武

藤

　
圭

子

宝

田

　
満

男

沼

田

　
博

幸

代
表
取
締
役

本

田

　
信

子

本

田

　
彰

一

本

田

　
有

希

早

矢

仕

　
昌

治

福

田

　
重

成

仏
具

小

堀

　
正

総

代

設
計
・
管
理

有
限
会
社
タ
カ
ラ
設
計

取
締
役
専
務
執
行
役
員
支
店
長

高

田

　
ト

ヨ

川

勝

　
悠

平

京
仏
具
株
式
会
社
小
堀

常
務
取
締
役
練
馬
店
長

施
工
業
者

吉

瀧

　
健

兒

直

江

　
善

一

-７-                                                                                    -６-     
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◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
習

 

四
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
で
同
朋

社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
催
に
よ

り
、
災
害
時
を
想
定
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
演
習
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
の

予
定
で
は
山
梨
県
に
あ
り
ま
す
道
志
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
を
災
害
現
場
と
想
定
し

活
動
す
る
予
定
で
し
た
が
、
諸
事
情
と

実
際
に
首
都
圏
に
お
い
て
災
害
が
発
生

し
た
時
に
、
真
宗
会
館
を
拠
点
と
し
た

救
援
活
動
を
真
宗
会
館
職
員
が
担
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
の
も
と
、
職
員
も

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
真
宗
会
館
を
災

害
現
場
と
想
定
し
て
演
習
を
行
い
ま
し

た
。 今

回
の
演
習
で
は
、
災
害
が
発
生
し

教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
動
か
ら

帰
着
ま
で
の
流
れ
を
行
い
ま
し
た
。
同

朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
り
ま

し
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
」
の
素
案
を
も
と
に
先
発
班

（
情
報
収
集
と
設
営
）
と
後
発
班
（
調

理
と
輸
送
）
の
二
班
に
分
か
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
制
の
検
討
を
し
ま

し
た
。 

ま
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か
」

を
テ
ー
マ
に
栗
田
暢
之
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
レ

ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
理
事
、

宗
務
所
組
織
部
非
常
勤
嘱
託
、
岐
阜
教

区
仁
成
寺
候
補
衆
徒
）
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
栗
田
氏
は
「
被
災
者
支
援
と

は
何
か
？
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
「
被

害
」
だ
け
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
「
人
」

を
見
る
こ
と
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
も
被

災
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
、「
傾

聴
」
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。 

ま
た
お
寺
の
役
割
と
し
て
（
お
寺
が

倒
壊
し
な
い
こ
と
が
前
提
だ
が
）
、
被
災

時
の
「
地
域
の
避
難
拠
点
」
、
悲
し
み
、

苦
し
み
、
喜
び
を
共
有
で
き
る
「
こ
こ

ろ
の
拠
点
」
、
そ
し
て
日
ご
ろ
か
ら
の

「
防
災
教
育
の
拠
点
」
と
い
う
こ
と
を

提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

（
同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

『
し
ゃ
ば
ネ
ッ
ト
』
掲
載
記
事
よ
り
） 

       



明―みょう―  №17 2010 年 7 月 1 日発行 

- 9 - 

               

               

                    

四
月 

五
月 

六
月 
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◆
四
月
一
日
（
木
） 

児
童
教
化
連
盟 

「
親
鸞
聖
人
お
誕
生
の
つ
ど
い
」 

◆
四
月
九
日
（
金
） 

青
少
年
部
「
輪
読
会
特
別
講
義
」 

◆
五
月
十
日
（
月
）
～
十
一
日
（
火
） 

 

東
北
連
区
児
童
教
化
指
導
者
研
修
会 

◆
五
月
三
十
一
日
（
月
） 

伝
道
講
習
会
法
話
実
習
聴
講 

◆
六
月
四
日
（
金
） 

東
京
一
組 

団
体
参
拝
旅
行 

◆
六
月
十
七
日 

同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

「
お
寺
で
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
修
会
」 

 

な
ど
な
ど 

                    

                    

本明寺 
宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌 
お待ち受け大会 兼 本明寺報恩講 

期日：２０１０年１０月３１日（日） 

日程 

     12:00 法話（本田隆見 本明寺住職）  

     13:00 お待ち受け法要  

     14:00 落語（古今亭  菊千代師匠）  

     15:00 お斎 

いよいよ、宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌の法要が来年３月

より真宗本廟（京都・東本願寺）にて厳修いたします。その御

遠忌に向けて、様々なところで親鸞聖人にちなんだ行事やイベ

ントが行われています。  

 本明寺におきましても親鸞聖人の御遠忌を来年に控えまし

て、お待ち受け大会を開催いたします。５０年に一度のこの勝

縁に聖人を偲びつつ、そのみ教えを聞きひらいていきたいと思

います  
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※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
お
気

軽
に
本
明
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

十
月
二
十
四
日
（
日
） 

十
三
時
か
ら 

 

一
緒
に
仏
具
を
き
れ
い
に
し
な
が

ら
お
話
を
し
ま
せ
ん
か
。 

◆
東
京
一
組
御
遠
忌
団
体
参
拝 

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五
日
（
月
） 

～
二
十
七
日
（
水
） 

コ
ー
ス 

東
本
願
寺
（
御
遠
忌
法
要
）
～
郡
上

八
幡
～
白
川
郷
・
明
善
寺
～
高
山
別

院 

費
用 

七
万
八
千
円 

本
明
寺
定
員 

十
二
名 

（
全
体
定
員
一
四
〇
名
） 

 

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠

忌
法
要
を
真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願

寺
）
に
お
い
て
厳
修
し
ま
す
。
五
十
年

に
一
度
の
こ
の
勝
縁
に
聖
人
を
偲
び

つ
つ
、
そ
の
み
教
え
を
聞
き
ひ
ら
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す 

◆
本
明
寺
聞
法
会 

期 

日:
 

七
月
二
十
五
日
（
日
） 

八
月
二
十
九
日
（
日
） 

九
月
十
九
日
（
日
） 

十
一
月
未
定 

十
二
月
未
定 

時 

間:

十
四
時
～
十
六
時 

お 

話:

本
田
彰
一
（
本
明
寺
副
住
職
） 

テ
ー
マ:

親
鸞
聖
人
に
人
生
を
学
ぶ 

（
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
を
通

し
て
教
え
を
学
び
ま
す
） 

参
加
費:

５
０
０
円 

◆
湾
岸
親
鸞
講
座
（
市
民
講
座
） 

テ
ー
マ:

親
鸞
の
詩 

―

『
正
像
末
和
讚
』
に
学
ぶ―

 

日 

程:

隔
月
一
回 

土
曜
日 

①
二
〇
一
〇
年 

八
月
二
十
一
日 

② 
 

 
 

 
 

十
月
二
十
三
日 

③ 
 

 
 

 

十
二
月
二
十
五
日 

④
二
〇
一
一
年 

二
月 

十
九
日 

⑤ 
 

 
 

 
 

四
月 

十
六
日 

⑥ 
 

 
 

 
 

六
月 

十
八
日 

講 

師:

木
越
康
氏 

（
大
谷
大
学
准
教
授
） 

受
講
料:
１
，
０
０
０
円 

会 

場:

江
東
区
産
業
会
館 

東
京
都
江
東
区
東
陽
四‐

五‐

十
八 

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線 

「
東
陽
町
駅
」
４
番
出
口
横 

※
副
住
職
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。 
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◆
私
た
ち
の
真
宗
◆ 

一
、
本
尊 

 

阿
弥
陀
如
来 

二
、
宗
祖 

 

親
鸞
聖
人 

三
、
宗
旨 

 

浄
土
真
宗 

四
、
宗
派 

 
真
宗
大
谷
派 

五
、
本
山 

 

真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

六
、
経
典 

 

浄
土
三
部
経 

仏
説
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
説
観
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仏
説
阿
弥
陀
経 

七
、
教
え 

 

本
願
を
信
じ
、
念
仏
も
う
さ
ば
仏
に
な
る 

八
、
称
名 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

九
、
勤
行 

 

正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
・
回
向
・
御
文 

十
、
宗
風 

 

礼
拝
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
朝
夕
に
勤
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

正
信
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
歩
み
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

聞
法
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
仏
法
を
聴
聞
し
、
生
ま
れ
た
意
義
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
》 

★
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
な
ど
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

★
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 

 
 

副
住
職 

本
田 

彰
一
（
釋 

彰
一
） 

〒1
3
0
-
0
0
1
2
 

 東
京
都
墨
田
区
太
平
二‐

七‐

一 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
6
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
8
 

E
-
m
a
i
l
 

h
o
n
m
y
o
u
j
i
@
m
x
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
/
h
o
n
m
y
o
u
j
i
/
 

あ
と
が
き 

▼
念
願
で
し
た
子
ど
も
会
を
開
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
聞
法
会
も
毎
月
開
い
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
手
探
り
状
態
で
す
が
、
歩
み

を
止
め
ず
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 


